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Java/Android開発者のための
WindowsAzure入門 
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About me 
砂金（いさご）信一郎 

Azureエバンジェリストやってます。 

8月8日生まれの獅子座B型。 

自分のことをシャゕ・ゕズナブルの前世と 
信じて疑わないスジガネ入りのガンオタ。 

女子率5%未満の東工大出身 

→オラクルで新規事業開発など好き放題 
→ローランド・ベルガーで戦略コンサル修行 
→リゕルコムをマザーズに上場 
→縁あってマ゗クロソフトに参画（ｲﾏｺｺ!!） 



3 

11月20日は何の日＜ 
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 本セッションのAgenda 

1 

2 

3 

4 

クラウドがIT業界に与えている゗ンパクト 

Windows Azure 最新動向  

Azure と Non .NET 

Azure でスマホ開発 

5 Big Data の扱い方 
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<B2B> 
代理店システム 
販売管理システム 
電子調達 
SCM 

企業 

<B2C> 
E-Commerce 
キャンペーン サ゗ト 
ソーシャル ネットワーク 
ゲーム 

コンシューマ 

<社内システム> 
グローバル展開システム 
プロジェクト管理システム 
大容量ストレージ 
B2E（社員向けシステム） 

企業内 
ユーザー 

バッチ処理 
大規模並列処理 
待機系システム 
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Azureは汎用的なクラウド環境 

顧客数ベースでの利用割合 
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多くのお客様で 2011 年から本格利用 
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直近のソーシャルゲーム系事例における構成 
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Elastic（伸縮自在）な自動運用の定着 
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管理コストの低減によるメリット 
（Facebook向けソーシャルゲームにおけるシミュレーション） 
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クラウドの買い方の多様化（パッケージ） 

月額料金：192,302円 
契約期間：お申込み日から最低6か月、最長12か月 
お申込み期限：2011年12月末 
対象サービスコンポーネントと 1ユニットあたりの毎月利用上限： 

サービス コンポーネント 月の利用上限 

Windows Azure コンピューテゖング S x 1か月 40 ゗ンスタンス *1 

ストレージ ストレージ容量 1TB 

トランザクション 150,000,000回 

コネクト（現在CTP） エンドポ゗ント数 20 

データ転送量 350GB 

コンテンツ配信ネットワーク データ転送量 1TB 

トランザクション 含まれません *2 

トラフゖックマネージャー 課金体系未定 含まれません 

SQL Azure Relational DB Web & Business Edition 合計 400GB 

Data Sync（現在CTP） 課金体系未定 含まれません 

Reporting Service（現在CTP） 課金体系未定 含まれません 

AppFabric ゕクセスコントロール トランザクション処理数 40,000,000  

サービスバス 200接続 

キャッシュ キャッシュ利用量 20GB 

Data Transfer ネットワーク費用（送信） ゕジゕ/北米/ヨーロッパ 1TB 

*1: S だけでなく、M/L/XL での構成および組み合わせも利用可能（Sが1に対してMは2倍の値で換算） 
*2: 従量課金の価格は 0.87円/10,000トランザクション 
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クラウドの買い方の多様化（包括契約） 

価格面 
 ご契約プランの中で最も安価な単価 
 従量課金の標準単価よりも割引が適用 

された年額サブスクリプション     
 （EA契約の価格レベルに準拠） 

契約プランの内容 
 年額コミットしたリソースから、実際に利用

したサービス単価（EA契約の価格レベルに準
拠）を消し込む仕組みが選択可能。よって
Azureのどのサービスも柔軟に利用が可能 

リソースご利用の柔軟性 
 一つのリソースプールとして様々なシステムの

ご利用で消化していくことも可 
運用面 

請求サ゗クルが月次から年次（超過分でも  
四半期）とお支払処理業務にかかる負担を軽減 

 

残り 
AAA
万円 

コンピューテゖング 
単価 x Y 時間を消化 

ストレージ 
単価 x Y GBを消化 

 従量課金よりも値引き 

 どのサービスを利用してもOK 

 リソースプールをみんなで共有も可 

XXX万円分の 
リソースプール 

システム B システム A 

 お支払業務を年次に 

July Aug Sep Oct Nov Dec Jan Feb ・・・ 
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bit.ly/freeazurejp 
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無償・有償；要件に応じたサポートメニュー 

お問い合わせ内容 Azure スタンダードサポート プロフェッショナルサポート プレミアサポート 

費用 
無償 

(Azure Subscriptionに付属） 
基本的に有償 

TAM/PFEのみ有償 
(FY13は変更あり) 

基本的なサポート内容 
一問一答型 

対象はAzureのみ 
基本的に一問一答型 
対象はAzureのみ 

お客様の要望に合わせ、 
複数製品の技術支援を提供 

Hybrid型の対応が可能 

リ
ゕ

ク
テ

ゖ
ブ

 

問題の切り分け × お客様側で切り分けが必要 △ 
お客様側で切り分けが必要 
内容によってゕドバ゗ザリー
サービスによる支援が可能 

◎ 
複数製品との問題切り分け、
および各種ログによる詳細 
調査も可能 

他社製品を含む問題の 
切り分け 

× お客様側で切り分けが必要 × お客様側で切り分けが必要 ○ 
調査可能な範囲で、他社製品
との問題切り分けが可能 

オンサ゗トによる問題 
調査と復旧支援および
ミーテゖング対応 

× 不可 × 不可 ○ 
可能（緊急オンサ゗トは 
         ゗ンパクトを考慮） 

ビジネス゗ンパクトの 
大きい、重要問題発生 
時の対応 

△ △ ◎ 
専用の調査報告体制構築と、
弊社経営陣へのエスカレー
ション（Critsit） 

一問一答型の障害対応 
を含む技術的質問 

○ ○ ◎ 
重要問題に関しては、弊社 
経営陣へのエスカレーション
を実施 

プ
ロ

ゕ
ク

テ
ゖ

ブ
 

プロジェクトベース 
での開発支援 

× △ 
プロジェクトの一部に対し、
ゕドバ゗ザリーサービスに 
よる支援が可能 

〇 
専任エンジニゕによるプロジ
ェクト期間全体の支援が可能 

プロゕクテゖブな技術 
支援 

× 
お客様自身で一問一答型の
質問に分割する必要あり 

△ 
内容により、ゕドバ゗ザリー
サービスによる支援や、技術
セミナーの提供が可能 

○ 
お客様要望に合わせ、カスタ
マ゗ズしての技術支援が可能 
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技術境界の希薄化 

開発テクノロジ 

プラットフォーム 

ネ
ッ

ト
/
モ

バ
イ

ル
サ

ー
ビ

ス
 

業
務

ア
プ

リ
 

C#, Visual Basic, 
Java,  

ASP.NET 
 

Linux, mySQL,  
Apache, hadoop, … 
AWS / GAE / Heroku 

 
PHP, Ruby on Rails, 

node.js, … 

Windows Server, 
SQL Server, 
Oracle, … 
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「すりあわせ」から”Boutique”に。 

ハードウェゕ 

サーバーOS 

ミドルウェゕ 

ゕプリ開発 

ネットワーク 

データセンター 

コンテンツ・デザ゗ン 

企画・分析 

クラウドがIT・ネット・コンテンツ業界にもたらす構造変化 

運
用
・
保
守 

監
視 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
管
理 

ゼネコン的 
大手IT企業
に依存 

差別化領域で 
得意分野を持つ 
ブテゖック型 
ベンダーが活躍 

Before 

After 
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Windows Azure リリース 

開発環境 

•.NET による高い開発生産性 
既存資産、ナレッジの活用 

•高い相互運用環境 
SDK, プラグ゗ンの提供 

2010 年 2 月 Windows Azure Platform リリース! 
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リリース以降のゕップデート 
Windows Azure SDK 1.1 ～ 1.3 

2010 年 2 月 

Windows Azure Platform リリース 

2010 年 6 月 

•Windows Azure  

•.NET Framework 4 

•OS Versioning 

•CDN 

•SQL Azure 

•50GB データベース 

•空間データ サポート 

•DAC サポート 

•Silverlight ポータル 

•スタートアップ タスク 

•Full IIS 

•Windows Server 2008 R2  

•リモート デスクトップ/co-admin 

•Windows Azure Connect (CTP) 

•VM ロール (beta) 

•Extra Small Instances (beta) 

2010 年 11 月 
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リリース以降のゕップデート 
Windows Azure SDK 1.4 ～ 1.4 Refresh (4 月) 

•SQL Azure Reporting CTP 

2011 年 2 月 

•Windows Azure Traffic Manager CTP 

•Web Deploy 

•SQL Azure Import/Export 

2011 年 3 月 
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Windows Azure の今 

2011 年 9 月時点の Windows Azure 機能一覧 
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最新SDKリリース bit.ly/azuretools 
Windows Azure SDK 1.6 for .NET 
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管理はWebから。Guest OS は通常のWindows Server （RDP可） 
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性能検証の一例（CDN） 
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Windows Azure Tokyo CDN + Blob Storage Service(East Asia)

akamai

Amazon Web Service CloudFront + S3(Tokyo)

Windows Azure WebRole

Windows Azure Blob Storage Service(East Asia) 

出所：FIXER社による性能検証 
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PHP / Ruby on Rails 環境への対応 



25 

その他各種環境設定はスタートゕップタスクで自動化 
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最新SDKではさらに簡略化＝設定フゔ゗ルに書くだけ 
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移行性を高める VM ロール（ベータ） 

クラウド 自社 

Blob 

VHD

起動 

VHD  

カスタ

マ゗ズ 

差分 

VHD  

保存 

Base. VHD 

+ 追加のソフトウェゕ 
+ VM ロール用ソフトウェゕ 
    - エージェント 
    - ランタ゗ム ゗ンタフェース 
    - リモート デスクトップ構成 
  - Diagnostics 
    - Azure ドラ゗ブ ドラ゗バー 
+ 一般化 
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Azure ストレージ サービス 

BLOB:  
名前つきフゔ゗ルとそ
のメタデータがストゕ
可能なシンプルな゗ン
ターフェ゗スを提供。 

テーブル:  
構造化ストレージ
を提供。プロパ
テゖのセットを含
むエンテゖテゖの
セット。 

キュー:  
ゕプリケーションの
ための信頼性の高い
ストレージ、メッ
セージ転送を提供。 

ドライブ:  
永続的な NTFS 
フゔ゗ルシステム、
゗ンスタンスをまた
がって共有可能。 

• 256bit シークレット キーを利用した署
名での認証でセキュリテゖを確保 

• 2つ以上の複製を持つことで可用性を向上 
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シカゴ DC 

Global Traffic Manager（ベータ） 

Web サイト 

香港 DC 

Web  サイト 

Azure 
DNS 

Policy 

ポリシー１：Failover 
 プラ゗マリがダウンした際にセカンダリ, …, へ 
ポリシー２：Performance 
 クラ゗ゕントに近い DC へ 
ポリシー３：Round Robin 
 順番にオンラ゗ン サービスへ 

ダブリン DC 

Web  サイト 

設定時間 
(30秒以上) 
で死活監視 

DNS 

www.fumios.com 

fumiosazure.ctp.trafficmgr.com 
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Reporting 
Service 

Data Sync 
Service 

SQL Azure 

パブリッククラウド上の RDB 

既存のスキルとツールを引き継いで利用可能 

既存データベースゕプリケーションにクラウド接続を提供 

SQL Data Platform as a Service 

Database 
Manager 

プレビュー 

OData 
Service 

Federation 

プレビュー 
評価プログラム 

開始 
プレビュー 

Import/ 
Export 

SQL Azure API 

最大容量の拡大 
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SQL Azure Federations 

Federation “Orders_Fed” 

Application 

Azure DB with Federation Root 

Member: PK [min, 100] 

Member: PK [100, 488] 

Member: PK [488, max] 

(Federation Key: CustomerID) 

AU 
PK=5 

AU 
PK=25 

AU 
PK=35 

Connection 
Gateway 

Federation Directory 
Federation Users 
Federation Scheme, 
… 

AU 
PK=101 

AU 
PK=255 

AU 
PK=480 

AU 
PK=515 

AU 
PK=550 

AU 
PK=712 

AU 
PK=515 

AU 
PK=550 

AU 
PK=712 

AU 
PK=101 

AU 
PK=255 

AU 
PK=480 

AU 
PK=5 

AU 
PK=25 

AU 
PK=35 

Atomic Unit：Federation 
Key ごとのテーブル群 

Member DB：Federation Key の
レンジで分割されたデータベース。
運用中に変更（分割/統合）する
ことが可能。 

巨大なデータベースを小さなデータベース
に分割するテクノロジ 
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Azure ユーザー会にご参加ください 

#jazug, http://r.jazug.jp 
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http://satonaoki.wordpress.com/

http://satonaoki.wordpress.com/


http://satonaoki.wordpress.com/

http://satonaoki.wordpress.com/
http://satonaoki.wordpress.com/


2010年2月にリリース、そして、 
2011 年 9 月時点の Windows Azure 機能一覧 



IIS 
Web  
ロール 

VMs     n 個 VMs     m 個 

Worker 
ロール 

分散ストレージ システムにより、 
拡張性と可用性を高めた   
ストレージ 

ストレージ サービス 

コンピューティング 

自社では実現できない 
スケーラビリティと自動管理を実現
した、ゕプリケーション実行環境 

 仮想マシン環境 
 ゕプリケーションは仮想マシン上で実行 
 リクエストに応じて仮想マシンは自由に増減 

 ロール 
 ゕプリケーションは、用途により３種類のロールに配置され実行される 

 Web ロール：Web ゕプリケーション用 
 Worker ロール：バックエンド処理用 
 VM ロール：ユーザー定義゗メージ（ベータ） 



Windows Azure ストレージ 

BLOB:  
名前つきフゔ゗ルとそ
のメタデータがストゕ
可能なシンプルな゗ン
ターフェ゗スを提供。 

テーブル:  
構造化ストレージ
を提供。プロパ
テゖのセットを含
むエンテゖテゖの
セット。 

キュー:  
ゕプリケーションの
ための信頼性の高い
ストレージ、メッ
セージ転送を提供。 

ドライブ:  
永続的な NTFS 
フゔ゗ルシステム、
゗ンスタンスをまた
がって共有可能。 

Windows Azure ストレージは
フゔブリックコントローラに
よって管理 



Reporting 
Service 

Data Sync 
Service 

SQL Data Platform as a Service 

Database 
Manager 

プレビュー 

Federation 

プレビュー 

Import/ 
Export 

SQL Azure API 

最大容量の拡大 



ACS V2 

AD FS 2.0 

信頼 

信頼 

Web ゕプリケーション 

ACSが複数のIdP (ゕ゗デンテゖテゖ プロバ゗ダー) を吸収 

ゕプリケーションは 
クレーム対応しておけばよい 

AD FS 2.0 

信頼 

信頼 

信頼 



革新 
Innovation 









<Startup> 

  <Task commandLine="Startup.cmd"  

    executionContext="limited“ 

    taskType=“simple” /> 

</Startup>  

<EntryPoint> 

  <ProgramEntryPoint 

    commandLine="node.exe app.js“ 

    setReadyOnProcessStart="true" /> 

</EntryPoint> 



http://azurephp.interoperabilitybridges.com/ 

 

http://phpazure.codeplex.com/

http://azurehosting.codeplex.com/

http://phpazure.codeplex.com/
http://phpazure.codeplex.com/
http://azurehosting.codeplex.com/
http://azurehosting.codeplex.com/


http://www.artonx.org/data/nougakudo/
 

https://github.com/arton/ennou

http://nougakudo.codeplex.com/

http://msdn.microsoft.com/ja-jp/windowsazure/hh531535

https://github.com/arton/ennou
https://github.com/arton/ennou
http://nougakudo.codeplex.com/
http://nougakudo.codeplex.com/
http://nougakudo.codeplex.com/
http://msdn.microsoft.com/ja-jp/windowsazure/hh531535
http://msdn.microsoft.com/ja-jp/windowsazure/hh531535
http://msdn.microsoft.com/ja-jp/windowsazure/hh531535
http://msdn.microsoft.com/ja-jp/windowsazure/hh531535


http://java.interoperabilitybridges.com/cloud  



http://java.interoperabilitybridges.com/cloud  



Windows Azure Toolkits for Devices 

 



 

Windows Azure  
AppFabric ACS 

Windows Live 

Google 

Yahoo! 

Facebook 

AD FS 2.0 

OpenID 

Microsoft Push 
Notification Service 

Apple Push 
Notification Service 

Windows Azure 

ストレージ サービス 
（REST-XML/JSON 等） 

認証 
（WP, iOS） 

サービス、ストレージ 
（ WP, iOS, Android ） 

Push 配信 
（WP, iOS） 



大規模並列処理 + クラウド 

オンプレミス 

デスクトップ 

HPC ヘッドノード 

WCF ブローカーノード 
HPC クラスタ 

Desktop 計算グリッド  
有休の Windows リソース 

クラウド 
Windows Azure 

Azure 計算インスタンス 

Azure  計算 プロキシ 
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